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献呈の辞
　浦川道太郎教授は、2015年度にめでたく古稀を迎えられ、2016年 3 月を
もって、早稲田大学を定年退職されることになった。そこで、早稲田大学
法学会は、浦川教授の長年にわたる研究教育活動と輝かしい研究業績を讃
え、また本法学会の発展に多大の寄与をされたことへの感謝の意を込め
て、早稲田法学91巻 3 号を『浦川道太郎教授古稀祝賀退職記念論集』と
し、同教授に献呈することとした。
　浦川道太郎教授は、1969年に早稲田大学第一法学部を卒業後、同大学大
学院法学研究科修士課程・博士後期課程と進まれ、篠塚昭次教授の下で、
民事法学を専攻された。そして、1974年に法学部助手に嘱任され、その
後、専任講師、助教授を経て、1985年に教授に嘱任された。また、1977年
から79年まで、アレクサンダー・フォン・フンボルト財団研究奨学生とし
て、西ドイツ・ゲッティンゲン大学に留学された。
　浦川教授は、法学部、大学院法学研究科、同法務研究科で民法の授業を
担当され、熱心に学生指導に取り組まれて、民間、官界、法曹そして学界
に多くの有為な人材を送り出されたばかりでなく、海外からの留学生も積
極的に受け入れて多くの研究者を養成された。
　浦川教授は、学内の行政関係においても、多大な貢献をされた。広報室
長、図書館長、評議員、法学会会長などを歴任されたほか、法科大学院の
開設にも尽力され、初代の法務研究科長として今日のロースクールの基礎
を築かれた。
　学外の研究関係では、日本賠償科学会理事、ペット法学会理事、日本私
法学会理事、日本スポーツ法学会理事、日本交通法学会理事、日本学術会
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議連携委員等を歴任された。2009年には、ドイツ法研究と学術交流を讃え
られてゲッティンゲン大学法学部名誉法学博士を、また、カンボジアに対
する法整備支援等の尽力によりカンボジア王国友好勲章を授けられた。
　学外の学術関係では、国民生活審議会委員、中央公害対策審議会専門委
員、運輸技術審議会特別委員、住宅宅地審議会委員、公衆衛生審議会専門
委員、不動産鑑定士試験委員、公認会計士試験委員、司法試験考査委員、
厚生労働省疾病・障害認定審査会関係委員、東京都消費生活対策審議会委
員、神奈川県消費者被害救済委員会委員、世田谷区消費生活審議会委員等
を歴任された。
　また、社会活動も幅広く、（公財）放射線影響協会放射線疫学調査セン
ター倫理委員会委員、自動車保険料率算定会関係常任委員、東日本フンボ
ルト協会理事、（公財）MR 認定センター評議員、（独法）国際協力機構カ
ンボジア法制度整備委員、家電製品 PL センター運営委員会委員、自動車
製 造 物 責 任 相 談 セ ン タ ー 審 査 委 員 会 委 員、OCLC（Online Computer 
Library Center, Inc）評議員、損害保険料率算出機構自賠責保険（共済）審
査会委員、（福）世田谷区社会福祉協議会権利擁護推進委員会委員、第一
東京弁護士会懲戒委員会委員、（公財）交通事故紛争処理センター理事・
審査員、（公財）日弁連法務研究財団認証評価会議異議審査委員会委員、
（公財）日本学生野球協会審査室審査員、（公財）交通遺児等育成基金理事、
損害保険料率算出機構理事長等を歴任された。
　2006年には弁護士（第二東京弁護士会）登録をされ、法理論と実務との
架橋という視点から、積極的に活動されている。
　浦川教授の研究著作は夥しく、ここでいちいち取り上げることはできな
いが、特に、『交通損害賠償の基礎知識（上）（下）』（共編著・1995・青林
書院）、『スポーツの法律相談』（共編著・日本版2000・青林書院／韓国版
2002・法英社）、『医療訴訟』（共編著・2010・民事法研究会）は、専門家とし
ての高い見識が現れたものである。『財産法基本判例』（共編著・2004・有
斐閣）、『現代の都市と土地私法』（共編著・2001・有斐閣）については、社
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会を鳥瞰したバランスのよい見解が提示されている。他方、エルヴィン・
ドイチュ／ハンス・ユルゲン・アーレンス著の大作『ドイツ不法行為法』
（2008・日本評論社）を翻訳されたが、これは、ドイツ民法を研究する者に
とって欠くことのできない貴重な文献となっている。
　このほか、浦川教授は膨大な論文を残されており、学界に大きな影響を
与えた。とりわけ、以下の論文は、民法学界において必須のモノグラフィ
ーとなっている（出典略記）。
　「ドイツにおける危険責任の発展（ 1 ）～（ 3 ）」（1974・民商法雑誌）、
「ドイツ危険責任法の基礎」（1977・比較法学）、「ドイツにおける危険責任
の一断面」（1978・民商法雑誌）、「慰謝料の比較法的研究（西ドイツ）」
（1982・比較法研究）、「地盤災害」（1985・土地問題双書22）、「ドイツにおけ
る契約法の発展」（1985・現代契約法大系（ 9 ））、「無過失損害賠償責任」
（1985・民法講座（ 6 ））、「不法行為法改正に関するフォン・バールの立法
的提案」（1988・法政大学現代法研究所叢書 9 ）、「損害論─製造物責任の現
状と展望」（1990・NBL458）、「遺伝子工学の規制に関するドイツの新たな
法律」（1990・Law & Technology 11）、「コンピュータソフトウェアの製造
物責任」（1992・法とコンピュータ10）、「役務提供に関わる責任」（1993・高
島先生古稀）、「ドイツにおける専門家の責任（上）（下）」（1994・NBL）、
「製造物責任における責任主体」（1995・森島先生還暦）、「サービス契約に
おける消費者被害の救済」（1997・現代の法13）、「弁護士責任法理の現在─
ドイツの判例を参考にして」（1998・自由と正義）、「製造物責任に関する
EC 指令の内容」（1998・新製造物責任法大系Ⅰ）、「ヨーロッパの製造物責
任─ドイツ」（1998・新製造物責任法大系Ⅰ）、「安全と消費者法」（2001・新
しい時代の消費者法）、「都市と墓地─現代墓地法序説」（2001・現代の都市
と土地私法）、「終末期医療と患者の自己決定権─ドイツの現状と改革の動
向」（2002・國井先生還暦）、「ドイツにおける動物保護法の生成と展開─
付・ドイツ動物保護法（翻訳）」（2003・早稲田法学）、「ドイツ法における
交通事故慰謝料」（2005・交通法研究33）、「獣医師の医療過誤と法─ドイツ
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の事例」（2011・藤岡先生古稀）、「医療事故補償に関するオーストリア・ド
イツの近時の動向」（2012・淡路先生古稀）、「ドイツにおける危険責任の成
立─プロイセン鉄道法25条制定に対するサヴィニーの寄与」（2014・田山先
生古稀）、「危険責任の一般条項」（2014・野村先生古稀）、「自賠法と製造物
責任の関係」（2014・交通事故紛争処理の法理）などである。
　浦川教授の研究は、主に、ドイツの不法行為理論を基礎としており、こ
の点については、日本を代表するドイツ法研究者といっても過言ではな
い。
　浦川道太郎教授は、このように、民法および民事周辺領域において、顕
著な研究業績を残され、また、教育の分野でも多大の貢献をして来られま
した。浦川先生が退職されることは本法学会にとって大きな損失でありま
すが、私たちは、先生が去られることにより生じる空白を埋めるべく努力
をし、先生が法学会に寄与されてきた成果を守り育てることにより、その
学恩に報いる所存です。先生は、退職後も、各研究分野で研究を継続し、
また社会貢献をされると伺っています。浦川先生の今後のますますのご健
勝とご活躍を祈念し、法学会に対して引き続き温かいご指導とご助言を賜
りますようお願い申し上げます。
　　2016年 3 月吉日
 早稲田大学法学会会長
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